


セリーヌ日記、はじまる。

今日から気ままに日記をつけてみることにしました。

＜画像はイメージです＞

８月初日。

引っ張り出した白いショートパンツのウエスト部分の食い込みと、

冷たい物を一気にセイハローした関係で、

著しくおなかを壊しております。

暑いから、冷たい物を飲む。

30を超えたら自殺行為です。

飲物はつねに常温を。

アイスはとけたら食べ頃。

かき氷は熱中症になったときだけ。

綾小路きみまろみたいになってまいりましたが、

私はアラサー→アラフォー女性でございます。



なんの変哲もない日

「変哲」ってなんですかね？

 
そして「変哲」がある日を「変哲があった日」って言ったことないな。

 
ペンてる、はいってる。

って言っても違和感感じないや。

 
ペンてるとインテル。

ヘンゼルとグレーテル。

 
今日も充実した一日だったので でも飲みにいくかー☆



今日のお昼はウナギ（犬ではない方）

昼はリッチにウナギを食してやりました。

昨日の帰り道、ミミズを４匹目撃したのにも関わらず、です。

この画像がおっきすぎて、もはや自分がなんの写真をアップしているのかわかりませんが、

うなぎの写真であることを祈っています。

ウナギといえば山椒。

「はしご」の漬け物には山椒が入っていて、大好きです。

電話で発注出来るらしく、いつかやってやろうとおもっているのですが、

恐らく業務用なので数キロ単位で発注しなければならず、



独り者にはきつい代物です。

東洋園芸という会社のものだそうです。

http://www.toyoengei.co.jp/

と、ここまで書いてビックリ。

山椒なんて入ってな、い。

ひとっことも書いてない。

し・そ・だ・よ。

母さん、今日もバカが治りませんでした。

産んでくれてありがとう。



かすみ目

コンタクトもしているし、

パソコンやスマホをよくみるので

よく目が取れそうになります。

なので

jinsのPCメガネをかけています。

ただ、色がついているので少し気になります。

＜今のPCメガネのイメージ＞

この度、クリアなバージョンがでたので

買い直そうかと思っていますが、

jinsの戦略として、
「ほら、塩沢ときみたいだろ？」

っていうのを広めたところで

クリアを出してきた気がして、

足踏みしています。

買うべきか、塩沢ときのままか。

現在、最大の課題である。



はらださんのこと

今日ははらださんのことについて書こうと思います。

はらださん。

それは、

親指サイズの女性のことです。

他の会議室のおかしの袋があく音がすると来ます。

そんなかわいらしいはらださんですが、

毒を吐きます。

猛毒です。

ドラクエで戦うとしたら

猛毒の息を吐かれ、

どくにおかされている！

どくにおかされている！

どくにおかされている！

となっている間に逃げるタイプのモンスターだと思われます。

今日もはらださんはお菓子を食べます。

隣の人に死ねばいいのにと言いながら。

今日も晴天なり。



テレビ

ダイソンの製品テストで

ヘッドを床に10,000回叩き付ける映像がでると
なんでか目が離せません。

多分、製品テスト３時間は見てられると思います。

そして同時に気が狂うと思います。

海にもぐっている映像をみると

息が苦しくなります。

漁で大量の魚が網からザザザッと流しだされる映像をみると

吐き気がします。

通販番組で２流だとおもっていた芸能人がでていると、

３流になったのだと遠い目をします。

石ちゃんが笑っている映像をみると

空恐ろしい気持ちになります。

草野仁、しかりです。

死につつあると言われている民放テレビで

私は日々、翻弄されています。

テレビっ子、世にはばかられる。です。



ハマコーのこと

今日、ハマコーさんが亡くなったそうで、

ハマコーさんについて書こうと思いましたが、

涙で前が見えなくなってしまうのでまた今度にします。

暑い日が続きます。

よく

「夏と冬どっちが好き？」

という質問があって、

「春」とか「秋」

と答えると、

「それじゃだめーどっちかって言うとだよー」

みたいな答えが返って来て、

聞いた人はその本気度の低い答えを聞いて満足なのだろうか？

と思ってしまいます。

私はどっちかっていうと夏が好きです。

でもぶっちゃけ春が１番で、秋が２番で、

夏は３番です。

それでも夏か冬のどちらが好きかが気になるならいいのですが、

そもそもそんなことを聞きたかったのでしょうか。

恐らくこの質問で聞きたいのは、

どの季節が好きか、じゃなくて

なぜ好きか？を聞きたくて、

例えば夏が好きな人が

「だってビールがおいしいから」

と答えればこの人はビールが好きなんだなという

季節にまつわる「好き」とか「エピソード」なのだと思います。

なので聞くとしたら

「どの季節が、なぜ好き？」



なのですが、

そんな質問する人は気持ちが悪いので、

「夏と冬どっちが好き？」

でいいと思います。

もうそれでいいです。

ただ、

「春」という答えが返ってきたら、

「それなりの理由を用意しているんだろうな？」

という顔をしてもいいと思います。

単純にひねくれた答えをしてる奴にはそれぐらいしても良いと思います。

私が春を好きな理由。

それは「自分の誕生日があるから」

＜それなりの理由を用意しているんだろうな？の顔＞



雨

今日は豪雨だったので雨のこと。

雨の日に長靴を履いている人を２〜３年前からよくみかけるようになりました。

大人でも履ける長靴。

それまでなかったのが不思議なように。

工事現場を見て、ここ何があったっけ？というように。

トイレに行ったあと、あんなにトイレを探したのが嘘のように。

当たり前に長靴がある時代になりました。

当たり前に長靴があるジェダイになりました。

でも私は長靴を持っていません。

大雨の日に「買おう」と決心するのですが、

次の日には忘れています。

そう、トイレに行ったあと、あんなにトイレを探したのが嘘のように。

初恋が遠い昔のように。

ダイエットが一時的なように。

長靴＝必要なもの

私は必要なものを買うのが苦手なのだと思います。

なのでそういうものは誰かに買ってもらおうと思っています。

来年の誕生日は長靴が欲しい。

でもきっとそう思ったこと自体を忘れていると思います。

でもいいのです。

本当に必要になればだいたいのものはコンビニに売ってますから。

むしろコンビニに売ってないものは本当に必要なものではないとさえ思ってますから。



必要ではなく、欲しい長靴に出会えるのを待ちます。死ぬまで

。



今日の気付き

夏に冷やし中華食べたくなったら親父の証、

と思っているどうもセリーヌです。

今日は自分がマーケティング的に「F2層」だということに気付きました。
健康診断にバリウムが入ってきたところで気付くべきでした。

私の生活と49歳女性の生活や嗜好はひとくくりにされています。

だから

なんとなく体調が悪いなと思ったり、

電車で座ったときにむくみが気になるからといって靴をチェックする振りして足をあげたり、

音楽をイヤホンで聴いているものすべてをウォークマンと言ったり、

若い男性がみな韓国人に見えたりしても

F2だから仕方ないのです。

どうもすみません。

人は皆オイル。

変換のバカヤロウ。

人は皆老いる。

だからどうか笑わないでください。

F2だということを。
F2なのにこんななのだということを。

私だって思ってもみませんでした。

F2にもなってこんな自分でいることを。

想像もしませんでした。

F2にもなってクシャおじさんのマネをしていることを。

いつか立派なF2になってみせます。
その日までグルコサミンと皇潤は買わない。





お酒のこと

私はお酒が好きです。

女子がかわいいものが好きという気持ちくらいは好きだと思います。

世界で一番美しい音は

ワインを注ぐ音だと思っていますし、

世界で二番目に美しい音は

缶ビールを開ける音だと思っています。

平日は仕事が終わって飲むのが幸せだと思っていますし、

休日はお昼からお酒を飲むのが幸せだと思っています。

映画館ではポップコーンにビールで、

スポーツ観戦ではたこ焼きにビールで、

ライブではビールにビールです。

海外旅行はもはやその土地の料理でお酒を飲むというのが

メインの目的なわけで。

そりゃ痩せないわけで、父さん。





好きな顔

最近ドラクエの10？11？
あの数字読めないのでいくつか忘れましたが

なんちゃらが発売されたので

スライムをよく目にします。

なので気付いたこと。

わたしはこの口の顔が好きみたいです。

＜言わずと知れたスライム様＞

＜東京タワーキャラクター　ノッポン＞

※青が兄、赤が弟



＜最近また好きになった　はに丸王子＞

だからなに？って話ですが。

それがなに？



後悔・非後悔

非後悔にチェックを入れて

後悔をしないようにしたい。

どうもセリーヌです。

お酒が好きとこの間書きましたが、

最高な二日酔いの本日、お酒が憎いです。

飲んでいる時に具合が悪くなることはないのですが、

二日酔いの時は本当にこの世の終わりかと思います。

でもお酒を飲む→二日酔い　の境目がどこかわかりません。

飲んで家に帰っても良い気分です。

明日二日酔いになるとは思えないほどの気分の良さです。

でも昨日の私に教えてあげたい、

「そんなことあるわけないだろう？」と。

「そんなに飲んで二日酔いにならないわけがないだろう？」と。

「バカか、おまえ」と。

「しじみの味噌汁飲め」と。

「ヘパリーゼ過信すんな」と。

「コンビニに売ってるヘパリーゼは効き目薄い気がするぞ」と。

「ウコンとウンコは似てるって話は聞き飽きたぞ」と。

「変な顔してる写真がFaceBookにあがってるぞ」と。
「FaceBookが炎上気味だぞ」と。
「35歳だろ？」と。

寝て起きるともうお酒は憎い奴になっています。

寝なければ二日酔いにならないのでしょうか。

ただの「酔い」で終わるのでしょうか？



それでも今日も飲み会です。

ありがとう、ヘパリーゼ。いい薬です。

　　　

　　　　　＜なぜこうなる？　そしてなぜそれを忘れてしまう？図解＞



アレルギー

日記なのに久々書きます。

本の名前はいつか変えます。

しっくりくる名前、募集中。

今日は人生で初めてのアレルギー検査の結果がでました。

「勝訴」の半紙を持って裁判所から出てくるかのように、

テスト結果の紙を席まで持ってきました。

昔からアレルギーには悩まされ、

マクロビ的な生活をするとアレルギーが改善されると聞いて一時は肉絶ちをし、

ネコアレルギーが出るからと言って、ネコにあまり近づけなかったり、

父親が喘息持ちなのでちょっとした咳で病院に行ったりと、

いろいろ悩まされてきましたが、

今日、

ついに、

どれほどのものか、

いかほどのものか、

死の危険にさらされるのかされないのか、

マクロビ生活をするのかしないのか、

yogaをやるのかやらないのか、
ピラティスをやるのかやらないのか、

乾布摩擦をやるのかやらないのか、

ファーファを抱くのか抱かないのか、

食品を選ぶときに人差し指をあごにあてるのかあてないのか、

いよいよ知るときがきたのです。

結果、陽性だったもの

「スギ」「ダニ」



なんですかこれ？

「普通の花粉症の人」

でした。

「ただの花粉症の人」

でした。

この時期でもたまに出る大量の鼻水の原因はわからぬまま、

記念すべきアレルギーテストの日も幕を閉じようとしています。

さようなら、

アレルギーの私。

こんにちわ、

新しい自分。

もう泣かない、

だってアレルギー体質じゃないから。

ありがとう、アレルギーテスト。

疑陽性に牛肉が入っていることだけが気がかりです。



＜うれしはずかし、新しい自分＞



スマートな未来

まさかの１日に２ページ投稿。

意外性を求め、憤りを逆撫でしたい、どうもセリーヌです。

最近スマートなデバイスと家電をどうミックスするかという話をよく耳にしますが、

やっぱりどう考えても洗濯機とは交わらないと思う。

どうしても、交わりが見えない。

その他ならどうにか見えるかも知れない。

でも、洗濯機だけは、

本当に交わりの点が見えない。

平行線です。

洗濯物を入れなきゃいけないところで

もう洗濯機の前にいるし、

始まってしまえばもう見ることもない。

「終わったよ、洗濯」

とスマホに連絡がきても、

「知ってる」

と答えるでしょう。

「中はねー、今こんな感じー。結構ほらよごれてるでしょ」

とスマホの画面に映し出されても

「へぇ。だね」

と答えるでしょう。

「洗剤の量、ここタッチするとほら、設定できるってば」

とスマホで設定できると言われても

「おまえが設定しろよ」

と言うでしょう。

なんかわかんないけど、



個人的に次世代の洗濯機に望むことは

ルンバのような感じです。

汚れてる服あったら拾って洗ってくれ。

あと乾かしてくれ。

最終的にはたたんでくれ。

んで、しまってくれ。

ってことは洗濯機から出る「手」が必要だね。

しかも結構長めの。

きもちわるー！

でもいつか、

あぁ、洗濯機とスマートデバイスがミックスされて良かったと、

洗濯機featuring smart device！的感覚だと、
あなたしか愛せない！と、

思える日が来るのでしょうか？

次世代洗濯機。

ある意味一番気になる存在。



＜次世代洗濯機の予想図Ⅰ＞



落ちているもの

「３秒ルールは理にかなっている」

という証明をした人をバカと紙一重だな、と思っているどうもセリーヌです。

私の家は駅から割と歩くのですが、

最後のストローク、最後の力を振り絞る直線200ｍが怖くて仕方ありません。

道が暗いとか、

人通りがないとか、

そういう問題ではなく、

ものが落ちているからです。

道に何かが落ちていると、

それが何か確認出来るまで凝視してしまいます。

やばいものだったらどうしよう、と思いながら、

どうしても見るのをやめられません。

台風の季節。

風が強く、葉っぱや、トラックの荷台から色々なものが落ち始めるこの季節、

この直線は私にとって難所中の難所。

葉っぱ一枚にカエルの死骸の面影を見いだせます。

軍手ひとつに鳩の死骸の面影を見いだせます。

紐１本にミミズの燻製の面影を見いだせます。

このたぐいのネガティブ妄想なら負けません。

落ちているものに全神経を集中し、

それが何かを確かめる。

そのために生きてきたのではないかと

そう思える一瞬があります。



そんな私が、昨日最悪のものを見てしまい、

夜ごはんが食べられなかった。

それが何だったかを書くのは

思い出してしまうのでやめておきます.

おちているものを見ないふりは出来ない。

それがなんであるかを確かめ、

足をすくませた方が生きた心地がする。

昨日ひとつ発見できたこと、

人は本当にゾッとしたときには自分の体を抱きしめる。

＜ネズミの死骸をみるとこうなるの図＞




